


　

昭
和
20
年
８
月
５
日
、
前
橋
空
襲
。

こ
の
日
、
空
襲
に
よ
っ
て
市
街
地
の
８

割
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
戸
数

は
全
市
２
万
８
７
１
戸
。
こ
の
内
、
全

半
焼
合
わ
せ
た
被
害
戸
数
は
１
万
１
，

５
１
８
戸
、
実
に
半
数
を
超
え
る
家
々

が
失
わ
れ
ま
し
た
。死
者
は
５
３
５
人
、

負
傷
者
は
６
０
０
人
以
上
。
本
市
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
の
前
橋
空

襲
か
ら
、
今
年
で
74
年
―
。

　
終
戦
直
後
か
ら
、
復
興
に
向
け
て
市

民
は
立
ち
上
が
り
、
現
在
の
前
橋
の
基

礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
今
の
私
た
ち
の

平
和
な
暮
ら
し
は
、
先
人
た
ち
の
努
力

が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
74
年
も
の
月
日
が

経
過
し
、
戦
争
や
空
襲
、
戦
後
復
興
の

記
憶
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
少
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
今
号
は
終
戦
記
念
日
と
同
じ
、
８
月

15
日
号
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
戦
争
の

記
憶
を
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
多

く
の
市
民
が
動
い
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
そ
の
一
部
を
紹
介
。
こ
の
機
会
に
、

平
和
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

市
政
発
信
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
６
４
２

❶ 市内複数の神社・寺院・教会で行う前橋空襲一斉慰霊
（写真は前橋カトリック教会）。前橋空襲が起きた8月5
日に、毎年開催しています

❷ 前橋空襲追悼碑（住吉町二丁目）。毎年8月5日に慰霊
式典を開催しています

❸ 前橋空襲を題材にした市民ミュージカル
❹ 終戦記念日の8月15日に毎年開催している戦没者追悼

式。本市戦没者に対し哀悼の誠を捧げます
❺ 広瀬川河畔にある太陽の鐘。8月5日の一斉慰霊では慰

霊の鐘を鳴らしています
❻ 前橋花火大会の第1回目は昭和23年、戦後の復興祭と

して開催され、形を変えながら現在も続いています

二度と繰り返さないために

戦火の記憶を
次の世代へ

❶

❹

❷

❺

❸

❻
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● 子どもたちに前橋空襲があった事実を語り継ぐ

　私は昭和19年生まれ。生後10カ月の時に空襲に遭いました。母の背中に背負わ
れて幸の池のところにあった防空壕に逃げ込んだと聞いています。私は赤子だった
ので、戦争をはっきりと覚えていません。また、先輩方も、記憶が薄れてきたり、亡く
なってしまったりしています。だからこそ今、自分たちが住む町で起きた事を次の世
代に伝えないといけないと思い、朝のラジオ体操の後に、「前橋空襲を語る会」を開
催しました。語り手になっていただいた戦争体験者の皆さんは、ラジオ体操に来てい
る子どもたちと同じ小学生の頃、空襲に遭っています。子どもたちにとって、当時同
い年だった人が空襲に遭った事実を知ることは、平和を考えるきっかけになると思
います。できる限り、この活動を続けたいです。

● 戦火の記憶を映像にして次の世代へ

　戦争体験を多くの人に見てもらうために、映画「陸軍前橋飛行場～私たちの村
も戦場だった」を制作しました。取材をする中で、戦争に関する文書や軍服、武器
などを燃やしたり埋めたりしていたという悲しい話を聞きました。記憶をつないで
いくためには、当時のことが分かる貴重な記録や物は大切にしたいものです。
　前橋空襲の話に対して、「ひどいことがあったんだ」だけではなくて、「なぜこう
なったのか、どうすればこうならなかったのか」を考えることが非常に重要です。
戦争は二度と繰り返してはならないもの。戦争体験者の記憶を、次の世代、また
次の世代に伝え続けることが、今を生きる私たちの使命だと思います。

平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に

　

本
市
が
か
つ
て
経
験
し
た
大
惨
事
。

こ
の
悲
惨
な
出
来
事
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
は
、
戦
争
を
体
験
し
た
人
々
の

言
葉
を
心
に
と
ど
め
な
が
ら
、
次
の
世

代
に
平
和
や
命
の
尊
さ
を
語
り
継
い
で

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
平
和
の
バ
ト
ン
を
次
の
世
代
に
つ
な

ぐ
た
め
に
、
一
人
一
人
が
、
で
き
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

米国国立公文書館蔵
焼け跡に残る土蔵や煙突

映画監督　飯塚 俊男さん

住吉町一丁目自治会長
橋本 光弘さん

橋林寺（住吉町一丁目）で開催された前橋空襲を語る会。戦争体験者による話や、パネル
を使った解説も実施しました

米国国立公文書館蔵
空襲後に残った前橋カトリック教会
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豚肉料理の祭典

Ｔ-１グランプリ今年も開催
問 観光振興課 ☎０２７‐２１０‐２１８９

自
慢
の
豚
肉
料
理
で
頂
点
を
狙
っ
て

　
豚
肉
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
「
第
11
回
Ｔ
‐

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
参
加
店
舗
を
募
集

し
ま
す
。
入
賞
し
た
店
舗
は
、「
Ｔ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
の
ま
ち
前
橋
」
を
代
表
す
る

推
奨
店
と
し
て
Ｐ
Ｒ
。
対
象
は
年
間
２

４
０
日
以
上
営
業
し
、
店
舗
内
で
食
事

が
で
き
る
市
内
の
飲
食
店
で
す
。
出
品

メ
ニ
ュ
ー
の
条
件
は
、
県
産
豚
肉
を
使

用
し
た
５
０
０
円
か
ら
２
，
０
０
０
円

ま
で
の
単
品
か
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
。
グ

ラ
ン
プ
リ
の
期
間
中
に
エ
ン
ト
リ
ー
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、
入
賞
し
た
場
合
は

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
続
け
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

費
用
＝
６
，
０
０
０
円

グ
ラ
ン
プ
リ
を
一
緒
に
決
め
よ
う

　
覆
面
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。
参
加

店
の
中
か
ら
３
店
舗
を
訪
問
し
、
料
理

の
味
な
ど
を
審
査
。
経
費
は
自
己
負
担

で
、
来
年
１
月
９
日
㈭
か
ら
２
月
22
日

㈯
ま
で
の
期
間
に
指
定
の
店
舗
を
回
り

ま
す
。
飲
食
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は

対
象
外
で
す
。
希
望
者
は
12
月
３
日
㈫

か
４
日
㈬
の
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
＝
20
歳
以
上
の
人
、
先
着
１
０
０

人
程
度

中南米料理　幸せの扉　ボルテ
「エスペートス（豚の串焼き）」

第10回グランプリ

一般 & 覆面審査
来年１月９日㈭〜
〈覆面〉2月22日㈯
〈一般〉２月29日㈯

入賞店発表
来年3月中旬

第11回 T-1 グランプリ結果発表

グランプリ店決定!!
来年4月上旬

申し込みは９月27日まで

　参加店舗・覆面審査員いずれも９月
27日㈮までに郵送で。申込書に記入し、
〒３７１‐００２３本 町 二 丁 目12‐１・ḰBIX 
元気21まえばし内観光振興課「Ｔ‐１グ
ランプリ実行委員会事務局」へ。または
ファクス（０２７‐２３７‐０７７０）で
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本
市
は
７
月
５
日
に
第
一
生
命
保
険

と
、
７
月
10
日
に
大
塚
製
薬
と
包
括
連

携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

● 

第
一
生
命
保
険

　

健
康
増
進
や
地
域
の
安
全
・
安
心
、

中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
の
取
り
組
み

を
展
開
。
地
域
発
展
に
共
に
取
り
組
み

ま
す
。
主
な
連
携
内
容
は
、
❶
健
康
増

進 

❷
地
域
の
安
全
・
安
心 

❸
子
育
て

支
援
・
保
育
対
策 

❹
青
少
年
育
成
・

教
育 

❺
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト 

❻

高
齢
者
支
援 

❼
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

❽
産

業
振
興
・
中
小
企
業
支
援 

❾
環
境
保

全 

❿
市
政
情
報
の
発
信 

⓫
そ
の
他
、

地
域
社
会
の
活
性
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
関
す
る
こ
と
の
11
分
野
で
す
。

● 

大
塚
製
薬

　
生
活
習
慣
改
善
や
熱
中
症
予
防
、
災

害
支
援
へ
の
協
力
な
ど
の
取
り
組
み
を

展
開
。
市
民
の
健
康
課
題
へ
の
解
決
支

援
な
ど
に
共
に
取
り
組
み
ま
す
。
主
な

包
括
連
携
協
定
締
結

官
民
連
携
で
課
題
解
決
目
指
す

問 

政
策
推
進
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
２

連
携
内
容
は
、
❶
生
活
習
慣
改
善 

❷

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り 

❸
熱
中
症

予
防 

❹
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

❺
教
育 

❻
防

災
・
災
害
対
策 

❼
そ
の
他
、
市
民
の

健
康
増
進
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

関
す
る
こ
と
の
７
分
野
で
す
。

問 防災危機管理課 ☎０２７‐８９８‐５９３５

訓練経費や出前講座で支援
地域の防災力を高めるために

第一生命保険大塚製薬

　地域の自主防災活動に対する支援として、経費補助
や防災講座を行っています。また、防災訓練の内容や実
施方法の相談も随時受け付けています。
● 自主防災訓練経費補助
　自主防災会などが行う防災訓練の経費を一部補助。
防災資機材や防災備蓄に関する経費が補助対象です。
条件など詳しくは本市ホームページをご覧ください。
交付金額＝上限７万円
● 防災出前講座
　気象や消防・防災の専門家である防災アドバイザー
が地域に出向き、防災に関する各種講座を実施。地域
や団体の勉強会などで活用できます。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30035



　
前
橋
ま
ち
な
か
音
楽
祭
を
開
催
。
地

元
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
と
３
組
の
プ
ロ
バ
ン

ド
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
祭
典
や
、
地
元
オ

ペ
ラ
歌
手
と
釜
山
の
合
唱
団
に
よ
る
日

韓
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
、
前
橋
初
の
プ
ロ

吹
奏
楽
団
の
デ
ビ
ュ
ー
記
念
特
別
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
一

般
公
募
の
ジ
ュ
ニ
ア
や
大
人
の
演
奏

会
、
ま
ち
な
か
ピ
ア
ノ
の
設
置
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

内
容
・
日
時
＝
〈
❶
ジ
ャ
ズ
の
祭
典
〉

10
月
５
日
㈯
14
時
〈
❷
日
韓
交
流
コ
ン

サ
ー
ト
〉
10
月
６
日
㈰
13
時 

〈
❸
サ

マ
ー
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ウ
イ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
前
橋
デ
ビ
ュ
ー
記
念
特
別
コ

ン
サ
ー
ト
〉
10
月
６
日
㈰
16
時
30
分

会
場
＝
前
橋
テ
ル
サ

費
用
＝
❶
❷
は
２
，
０
０
０
円 

❸
は

一
般
２
，５
０
０
円
、高
校
生
以
下
１
，

０
０
０
円
（
当
日
は
全
て
５
０
０
円
増

し
）

申
し
込
み
＝
実
行
委
員
会
へ

問 交通政策課 ☎０２７‐８９８‐６２３８

　ＪＲ前橋駅前でまえきフェスを、駅北口広場やけや
き並木通りでけやき並木ストリートフェスを同時開催
します。駅周辺では地元の農産物や加工品の販売、
音楽やダンスのイベントなどを実施。ミニ新幹線運
行や子ども向けのワークショップ、新幹線変形ロボシ
ンカリオン写真撮影会などもあります。けやき並木通
りでは片側３車線を歩行者天国にして、ミニトレイン
運行やｅ-ｂｉｋｅの試乗、自動運転車両などの展示、地
元商工会・自治会による昔の遊びの広場や、おでんの
販売、バルストリートなども実施します。
日時＝９月８日㈰10時～17時（バルストリートは21時
まで）

音
楽
で
包
み
込
む

ま
ち
な
か
で
音
楽
の
祭
典
開
幕

問 

実
行
委
員
会

☎
０
７
０
‐
２
６
１
８
‐
７
７
２
３

詳しくは
ホームページを
ご覧ください

毎回恒例のジャズの祭典。今回はこの他に2つのコンサートを行います。

駅前から前橋を元気に
駅周辺で食やイベントを楽しんで
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４市の逸品が大集合
都内で北関東の魅力発信します

　水戸市、宇都宮市、高崎市、本市の北関東４市で連携
して、きたかんマルシェを開催。４市の特産品などを持
ち寄り、物販やキッチンカーで販売します。また、ステー
ジイベントなどによる各市ＰＲも。北関東の魅力を発信
します。本市は赤城の恵ブランドを含めた野菜や豚肉
製品、スイーツなどを販売します。詳しくは本市ホーム
ページをご覧ください。
日時＝８月31日㈯13時～21時・９月１日㈰11時～18時
会場＝恵比寿ガーデンプレイス（東京都渋谷区）

問 未来の芽創造課 ☎027‐898‐6513

アートをとおして
本間酒造の記憶に触れる

朔太郎が愛した音色
マンドリンの音色に親しんで

　旧本間酒造（総社町総社）でギャラリーya-ginsが、
市民提案型パートナーシップ事業として美術展「ソウ
ウレシ」を開催します。アーティストらが本間酒造をリ
サーチして作品を制作。会期中はイベントも開催しま
す。入場料は500円、高校生以下と総社町在住の人は
無料です。詳しくはホームページをご覧ください。（関
連記事12ページ）
日時＝９月７日㈯～22日㈰の金土日曜・16日㈪・23日
㈪、11時～18時

　前橋文学館で朔太郎音楽祭「青山忠マンドリンアン
サンブル弦色浪漫in前橋」を開催。青山忠さんによるマ
ンドリン四重奏を行います。申し込みは同館へ。また、
同日12時からはスチューデントコンサートも開催します。
日時＝９月１日㈰14時30分
対象＝一般、先着100人
費用＝3,000円（当日は500円増し）

問 ソウウレシ事務局 ☎050‐5362‐3976

問 前橋文学館 ☎027‐235‐8011

撮影：木暮伸也
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問 前橋商工会議所 ☎027‐234‐5109

　外国人を対象にだんべえ踊り教室を開催。10月13
日㈰の前橋まつりで披露します。また、まつり当日に
一緒に踊る日本人も募集します。練習会場はK'BIX元
気21まえばし（前橋プラザ元気21）。鳴子は貸し出し
できます。知り合いの外国人にもお知らせください。
日時＝９月２日〜10月７日の月曜６回、19時30分〜
21時
対象＝市内在住・在勤の〈外国人〉先着30人〈日本人〉
先着10人
用意する物＝タオル、水筒、鳴子、運動できる服と靴
申し込み＝９月６日㈮までに文化国際課へ

　10月12日㈯・13日㈰に開催する前橋まつりで、
❶イベントステージに出演する個人・団体と、❷立
川町通りでのだんべえ踊りの出演者を募集します。
申し込みについて詳しくは、前橋商工会議所に問い
合わせてください。
日時＝❶は両日10時〜20時（出演時間は１団体30
分以内） ❷は12日㈯16時〜18時、13日㈰13時
50分〜14時30分・15時50分〜17時50分
申込書の配布＝8月30日㈮までに前橋商工会議所

（日吉町一丁目）かK'BIX元気21まえばし（前橋プ
ラザ元気21）内観光振興課で

祭り彩るパフォーマンス
前橋まつりに出演しませんか

問 文化国際課 ☎027‐898‐6516

外国人と一緒に練習しよう
だんべえ踊りで祭りに参加

　女性の起業を応援する「まえばし女子会」を開催。経
理入門や心と体の健康づくり、おもてなしを学ぶ講座
を開催する他、アルパの演奏を楽しめます。参加者同
士の懇親会も実施します。
日時＝９月５日㈭13時30分〜18時
会場＝創業センター
対象＝起業に興味があるか起業後５年未満の女性、先
着30人
費用＝1,000円
申し込み＝同センターへ

問 創業センター ☎027-289-9666

起業の知識を楽しく知る
女性起業家のための交流会

広報まえばし　令和元年８月 15日号 8



他団体と協働で進める提案募集
３分のプレゼンで仲間を見つけよう

ゼンテーションで発表する団体を募集します。会場は
中央公民館です。
日時＝12月１日㈰13時30分〜16時30分
対象＝市民活動団体、ＮＰＯ、企業、学校など、先着30
団体（うち10団体は企業枠）
申込書の配布＝市役所生活課、K'BIX元気21まえばし

（前橋プラザ元気21）内市民活動支援センターで。
本市ホームページからダウンロードもできます
申し込み＝10月15日㈫までに申込書に記
入し、同センターへ直接

　「つながる３分プロジェクト」を開催。地域やＮＰＯ、
企業などと連携して活動したいことを、３分間のプレ

問 市民活動支援センター ☎027-210-2196

コレクションの一員に
バラ柄などのマンホールを売却

好きな本をとおして
楽しく語り合おう

　役目を終えたマンホールのふたなどを売却。価格は
１個3,000円で、売却数は10個（抽選）です。水質浄化
センターでの引き取りになります。
申込書の配布＝水道局経営企画課で。本市ホームペー
ジからダウンロードもできます
申し込み＝９月２日㈪〜17日㈫に郵送で（１人１通）。申
込書に記入し、〒371‐0035岩神町三丁目13‐15・水
道局経営企画課へ

　テーマに沿って本を紹介し、参加者同士で語り合う
おしゃべりリプロを開催。本の紹介者と観覧者を募集
します。テーマは「本と私のテーマ曲」。紹介者は紹介
したい本１冊と、その本から思い浮かぶ曲をＣＤかス
マートフォンで持参してください。紹介時間は５分で
す。市立図書館へ申し込んでください。
日時＝９月15日㈰13時30分〜15時
会場＝市立図書館
対象＝〈本の紹介者〉一般、先着10人〈ギャラリー〉一
般、先着20人

問 経営企画課 ☎027‐898‐3016

問 市立図書館 ☎０２７‐２２４‐４３１１

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-30039



市民が作る
市民編集のページ
Vol.131

地区の現状と地域若者会議が地区で
やりたいことを話し合い実現の可能性
を探ります。

  ８月定例会議

日時＝８月22日㈭19時〜21時
会場＝中央公民館５０４学習室
申し込み＝当日会場へ直接

天川地区の地域づくり協議会の皆さん
と意見交換を行いました。

髙橋梨華／吉田裟野　問 生活課 ☎０２７‐８９８‐６510担当

ワカモノ記者 × 前橋の地域若者会議

地域づくりを考える若者たち

　

今
回
は
前
橋
の
地
域
若
者

会
議
を
取
材
。
地
域
若
者
会

議
は
、「
地
域
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
た
い
！
地
域
の
た
め
に

何
か
活
動
し
た
い
！
」
な
ど

地
域
づ
く
り
に
思
い
を
持
っ

た
若
者
が
集
う
団
体
で
す
。

地
域
活
動
に
あ
ま
り
縁
が
な

い
と
い
わ
れ
る
18
歳
か
ら
35

歳
ま
で
の
、
若
者
層
で
構
成
。

月
１
回
定
例
会
議
を
開
催
し
、

毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
す
。

　
毎
年
一
つ
の
地
区
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
検
討
・
実
施
し
て
い

て
、
現
在
は
天
川
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合

い
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
18
歳
か
ら
35
歳
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
る
の
で
気
に

な
っ
た
人
は
ぜ
ひ
定
例
会
議
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

インスタグラム

フェイスブック

SNSも
見てください！

広報まえばし　令和元年８月 15日号 10
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3 4
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地域若者会議を取材したこと
で自分も前橋のためにできる
ことはないだろうかという思い
が大きくなりました。

1  まち歩きの前に自己紹介。  2  参加者の学生と会話を楽しみながら
まち歩き。交流の輪が広がります。  3  老舗の帽子店。昔のまちの様子
を聞くことができました。  4  一見風変わりなお店ですが、店内には緩や
かな時間が流れています。  5  互いの友人たちとの交流の場にもなっ
ているというシェアハウス。

吉田
古くからお店を構え、前橋の商
店街の歴史をともにしてきた
方の話を聞くことで商店街の
歴史を感じ、感慨深い気持ちに
なりました。

髙橋

編集後記

　

今
回
は
前
橋
の
地
域
若
者

会
議
を
取
材
。
地
域
若
者
会

議
は
、「
地
域
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
た
い
！
地
域
の
た
め
に

何
か
活
動
し
た
い
！
」
な
ど

地
域
づ
く
り
に
思
い
を
持
っ

た
若
者
が
集
う
団
体
で
す
。

地
域
活
動
に
あ
ま
り
縁
が
な

い
と
い
わ
れ
る
18
歳
か
ら
35

歳
ま
で
の
、
若
者
層
で
構
成
。

月
１
回
定
例
会
議
を
開
催
し
、

毎
回
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
ま
す
。

　
毎
年
一
つ
の
地
区
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
地
域
づ
く
り
の
取

り
組
み
を
検
討
・
実
施
し
て
い

て
、
現
在
は
天
川
地
区
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
話
し
合

い
、
実
行
し
て
い
ま
す
。

　
18
歳
か
ら
35
歳
で
あ
れ
ば
誰

で
も
参
加
で
き
る
の
で
気
に

な
っ
た
人
は
ぜ
ひ
定
例
会
議
に

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
カ
モ
ノ
記
者
は
今
回
、
中
央
地
区

で
行
わ
れ
た
ま
ち
歩
き
企
画
「
行
っ
て

み
よ
う
Ｑ
の
ま
ち
〜
立
川
町
大
通
り
・

オ
リ
オ
ン
通
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ち
歩
き
企
画
は
地
域
若
者
会
議
が
昨

年
度
か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
４
回
目
。
共
愛
学
園
前

橋
国
際
大
の
学
生
も
加
わ
り
、
総
勢
約

30
人
で
ま
ち
な
か
を
歩
き
、
そ
の
魅
力

に
触
れ
ま
し
た
。

 

ま
ち
歩
き
で
知
っ
た

 

前
橋
の
ま
ち
な
か
の
こ
と

　

古
く
か
ら
地
元
の
人
に
愛
さ
れ
る

「
金
子
帽
子
店
」
で
は
、
店
主
が
帽
子

の
歴
史
な
ど
を
生
き
生
き
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
お
店
や
商
店
街
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
皆
に
愛
さ
れ
る
お
店
で
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
珍
し
い
食
品
や
手
作
り
の
小
物
な
ど

が
並
ぶ
「
不
思
議
な
お
店
」
は
ひ
き
こ

も
り
当
事
者
の
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
O
が
、

彼
ら
の
居
場
所
を
作
ろ
う
と
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
場
所
。
店
長
は

日
替
わ
り
で
、
各
々
が
販
売
し
た
い
も

の
を
自
由
に
売
っ
て
い
ま
す
。
店
内
に

は
、
緩
や
か
な
時
間
が
流
れ
、
こ
ん
な

素
敵
な
場
所
が
あ
っ
た
の
か
と
新
た
な

発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
共
同
亀
屋
住
宅
」

は
前
橋
工
科
大
の
学
生
や
、
同
大
出
身

の
社
会
人
な
ど
が
居
住
。
共
有
ス
ペ
ー

ス
の
こ
た
つ
や
棚
は
な
ん
と
手
作
り
だ

そ
う
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
を
求
め
て
ま
ち

な
か
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に
住
む
人
が
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
ち
歩
き
に
参
加
し
感
じ
た
の
は
前

橋
の
ま
ち
な
か
を
よ
り
身
近
に
思
え
た

こ
と
。
地
域
若
者
会
議
の
皆
さ
ん
は
こ

う
し
て
実
際
に
ま
ち
に
出
て
、
ま
ち
の

人
の
声
を
聞
き
、
も
っ
と
ま
ち
を
こ
う

し
た
い
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。

 

や
り
た
い
こ
と
で

 

前
橋
を
盛
り
上
げ
る

　
今
回
ま
ち
歩
き
に
参
加
し
た
若
者
会

議
の
メ
ン
バ
ー
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
高
校
進
学
を
機
に
前
橋
の
商
店
街
に

通
う
よ
う
に
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
お

世
話
に
な
っ
た
商
店
街
に
恩
返
し
を
し

た
い
と
い
う
思
い
で
地
域
若
者
会
議
に

参
加
し
た
そ
う
で
す
。
今
後
は
、
ふ
と

前
橋
の
ま
ち
を
思
い
出
す
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
な
、
訪
れ
た
人
の
記
憶
に
残

る
活
動
を
し
た
い
と
い
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　
ま
た
、
知
人
に
誘
わ
れ
活
動
を
始
め

た
メ
ン
バ
ー
は
、
活
動
を
と
お
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
と
の
出
会
い
や
発

見
が
あ
る
、
楽
し
い
活
動
だ
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。　

　
地
域
若
者
会
議
は
、
異
な
る
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
た
人
々
を
つ
な

ぎ
、
前
橋
の
未
来
に
つ
な
げ
る
活
動
で

す
。「
や
ら
な
き
ゃ
」
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
が
「
し
た
い
」
こ
と
を
し
て
前

橋
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
、
地
域
若
者
会
議
の
活
動
が
続
い
て

い
く
理
由
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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市
の
健
康
増
進
計
画
健
康
ま
え
ば

し
21
に
基
づ
き
、
健
康
づ
く
り
の
重

点
課
題
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
食
生
活
」
で
す
。

　

良
好
な
食
生
活
の
た
め
に
は
、
家

族
や
仲
間
と
楽
し
く
食
事
を
す
る

「
共き

ょ
う
し
ょ
く食
」
が
重
要
で
す
。

　

共
食
に
は
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が

良
く
な
る
、
心
と
体
が
豊
か
に
な
る
、

食
文
化
や
マ
ナ
ー
の
伝
承
の
場
に
な

る
な
ど
多
く
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講

話
と
調
理
実
習
や
、
各
地
区
で
の
食

生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
調
理
実
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
主
食
・
副
菜
・

主
菜
を
そ
ろ
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
作
り
、
調
理
後
は
に
ぎ
や
か

に
会
話
を
交
え
て
食
事
。
初
め
て
出

会
っ
た
仲
間
と
の
共
食
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
食
事
を
共
に
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
食
事
の
準
備
や
片
付

け
、
食
に
関
す
る
情
報
交
換
も
共
食

に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

全
て
の
人
の
良
好
な
食
生
活
の
た

め
に
共
食
は
と
て
も
重
要
で
す
。
家

族
や
友
人
、
仲
間
と
の
食
事
の
機
会

を
大
切
に
し
、
楽
し
み
な
が
ら
食
事

を
し
ま
し
ょ
う
。

カラダにいいこと
＋
プラスワン
1

Vol.3　食生活

問健康増進課 
☎ 027-220-5783

１人で食事をする子どもの割合

中学生

高校生

中学生

高校生

平成 24 年度　　　平成 29 年度

0.0％ 10.0％ 20.0％ 30.0％ 40.0％ 50.0％ 60.0％

朝
食

夕
食

36.6％
31.1％

14.4％
50.8％

5.7％
7.2％

2.4％
18.7％

出展：食育に関する意識調査
一人で食事をする子どもの割合は増加傾向にあります。

い
き
い
き

ま
え
ば
し
人

C I T Y  W A T C H I N G

　

総
社
町
総
社
に
あ
る
国
登
録
有

形
文
化
財
、
旧
本
間
酒
造
。
こ
こ

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
い
、
展
覧

会
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
名
も
「
ソ
ウ
ウ
レ
シ
」。
同
酒

造
の
主
要
銘
柄「
惣そ

う

嬉う
れ
し

」か
ら
取
っ

た
名
前
だ
。
ま
ち
な
か
で
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
運
営
し
て
い
る
八
木
さ
ん

が
企
画
提
案
し
た
。

　
「
こ
こ
は
い
い
場
所
だ
な
と

前
々
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

ち
な
か
を
飛
び
出
す
の
も
新
鮮
だ

な
と
思
い
、
今
回
こ
の
展
覧
会
を

企
画
し
ま
し
た
」

　

こ
の
展
覧
会
で
は
八
木
さ
ん
を

含
め
た
、
10
人
の
前
橋
に
ゆ
か
り

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
。

作
品
制
作
に
あ
た
り
、
本
間
酒
造

の
子
孫
や
地
域
の
人
々
か
ら
こ
の

場
所
の
歴
史
を
調
査
し
て
い
る
。

　
「
旧
本
間
酒
造
も
総
社
と
い
う

地
域
も
歴
史
あ
る
場
所
。
ア
ー
テ 

ィ
ス
ト
た
ち
は
皆
、
調
査
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
こ
の
場
所
な
ら
で

は
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
」

　

旧
本
間
酒
造
関
係
の
資
料
は
少

な
く
、
調
査
で
は
苦
労
も
あ
っ
た
。

　
「
資
料
も
物
も
あ
ま
り
残
っ
て

い
な
く
て
少
し
苦
戦
し
ま
し
た
ね
。

で
も
、
資
料
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
の
作
品
で
こ
こ
の
記
憶
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

展
覧
会
の
会
期
中
に
は
、
総
社

の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
開
催
予
定
。
ア
ー
ト
を
と
お

し
て
、
歴
史
あ
る
旧
本
間
酒
造
の

記
憶
を
つ
な
い
で
い
く
。

（
関
連
記
事
７
ペ
ー
ジ
）

　

歴
史
と
記
憶
を
作
品
に
込
め
て

展
覧
会
「
ソ
ウ
ウ
レ
シ
」
を
企
画

八
木 

隆
行
さ
ん
・
48
歳

駒
形
町
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CLOSE UP
クローズアップ

場
所
の
歴
史
を
調
査
し
て
い
る
。

　
「
旧
本
間
酒
造
も
総
社
と
い
う

地
域
も
歴
史
あ
る
場
所
。
ア
ー
テ 

ィ
ス
ト
た
ち
は
皆
、
調
査
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
こ
の
場
所
な
ら
で

は
の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
」

　

旧
本
間
酒
造
関
係
の
資
料
は
少

な
く
、
調
査
で
は
苦
労
も
あ
っ
た
。

　
「
資
料
も
物
も
あ
ま
り
残
っ
て

い
な
く
て
少
し
苦
戦
し
ま
し
た
ね
。

で
も
、
資
料
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
の
作
品
で
こ
こ
の
記
憶
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

展
覧
会
の
会
期
中
に
は
、
総
社

の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
も
開
催
予
定
。
ア
ー
ト
を
と
お

し
て
、
歴
史
あ
る
旧
本
間
酒
造
の

記
憶
を
つ
な
い
で
い
く
。

（
関
連
記
事
７
ペ
ー
ジ
）

大胡の歴史伝統を発信
　７月 27 日に大胡城・牧野氏
まつりを、同日と28日に大胡
祗園まつりを開催しました。大
胡城・牧野氏まつりでは、武芸
行列や演武絵巻で大胡の歴史を
体験。大胡祗園まつりでは、
山車の巡行や家々の厄払いを
する獅子の勇姿に、訪れた人が
魅了されていました。

人気シリーズ秘話語る

冠試合でペガサス応援

　 前 橋 文 学 館 で ７ 月27日、
開催中の企画展「羽の生えた
想像力-阿部智里展」に合わせ
た ト ー ク イ ベ ン ト を 開 催。
阿部智里さんと「八

や
咫
た

烏
がらす

シリー
ズ」のコミカライズ版作者の
漫画家・松崎夏未さんが登壇
し、それぞれの創作活動の裏
話などを語りました。

　群馬ダイヤモンドペガサス
の本市冠試合を、７月31日に
開催。市内小中学生を無料招待
し、ふれあいキャッチボールや
大始球式などの特別企画を実
施しました。試合は途中、降雨
でノーゲームになってしまい
ましたが、多くの子どもたちが
訪れ声援を送っていました。

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300313



申申し込み　問問い合わせ

災
害
に
備
え
訓
練
放
送
を
実
施

　

国
民
保
護
情
報
を
想
定
し
た
、
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
。
本
市
で
は
防
災
行
政
無
線
と

防
災
ラ
ジ
オ
か
ら
緊
急
放
送
を
行
い

ま
す
。
実
際
の
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
28
日
㈬
11
時

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
３
５

事
前
登
録
で
証
明
書
交
付
を
通
知

　

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理

人
や
第
三
者
の
請
求
で
住
民
票
や
戸

籍
謄
抄
本
な
ど
が
交
付
さ
れ
た
と
き

に
、
本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
か
本

籍
の
あ
る
人
が
対
象
で
、
事
前
の
登

録
が
必
要
で
す
。
登
録
申
込
は
、
申

込
書
と
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付
き

身
分
証
明
書
（
郵
送
の
場
合
は
写
し

を
同
封
）
な
ど
を
用
意
し
、
市
役
所

市
民
課
へ
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
し
ま
す
。

問
情
報
政
策
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
５
１
８

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
修
理
し
ま
す

　

壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料
で
修
理

す
る
、
お
も
ち
ゃ
の
病
院
を
実
施
し

ま
す
。

日
時
＝
❶
８
月
24
日
㈯
❷
25
日
㈰

会
場
＝
❶
は
プ
チ
ち
ゃ
れ
粕
川
児
童

館
❷
は
第
二
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８

文
学
館
開
館
記
念
で
観
覧
無
料
に

　

９
月
７
日
㈯
は
前
橋
文
学
館
開
館

記
念
日
の
た
め
、
常
設
展
と
特
別
企

画
展
の
観
覧
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

問
同
館

☎
０
２
７
‐
２
３
５
‐
８
０
１
１

定
例
市
議
会
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

第
３
回
定
例
市
議
会
の
日
程
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
会
議
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
中
継
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
な
ど
か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
画
面
内
「
前

橋
市
議
会
」
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
議
会
事
務
局

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
９
２
３

墓
地
管
理
料
の
納
付
は
８
月
中
に

　

市
営
墓
地
管
理
料
納
入
通
知
書
を

８
月
上
旬
に
発
送
。
納
期
は
８
月
30

日
㈮
ま
で
で
す
。
口
座
振
替
を
利
用

す
る
人
は
、
振
替
日
以
降
に
記
帳
し

て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
は
各

金
融
機
関
や
市
役
所
公
園
緑
地
課
、

各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、

嶺
公
園
事
務
所
で
で
き
ま
す
。

問
公
園
緑
地
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
８
４
５

問
市
民
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
１
４

子
ど
も
の
悩
み
事
相
談
乗
り
ま
す

　

８
月
29
日
㈭
か
ら
９
月
４
日
㈬
ま

で
は
、
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強

化
週
間
。
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を

延
長
し
、
子
ど
も
の
人
権
や
悩
み
事

に
つ
い
て
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
29
日
㈭
～
９
月
４
日
㈬
、

８
時
30
分
～
19
時
（
土
日
曜
は
10
時

～
17
時
）

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
＝
０
１
２
０
‐
０
０

７
‐
１
１
０

問
前
橋
地
方
法
務
局

☎
０
２
７
‐
２
２
１
‐
４
４
６
６

全
国
家
計
構
造
調
査
を
実
施
中

　

調
査
の
う
ち
、
世
帯
票
と
年
収
・

貯
蓄
等
調
査
票
を
配
布
す
る
簡
易
調

査
に
つ
い
て
、
国
が
選
ん
だ
対
象
地

域
に
８
月

か
ら
調
査

員
が
訪
問

し
て
い
ま

す
。
ご
協

力
を
お
願

く
ら
し
の
情
報

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー　
　
　
　
10
時
〜
19
時

窓 口
業務時間

お
知
ら
せ

第３回定例市議会日程
日時 会議名

９月３日㈫ 13時 本会議
９月10日㈫

10時

本会議
（総括質問）９月11日㈬

９月13日㈮ 市民経済常任委員会
（議案審査）

９月17日㈫ 建設水道常任委員会
（議案審査）

９月18日㈬ 総務常任委員会
（議案審査）

９月19日㈭ 教育福祉常任委員会
（議案審査）

９月26日㈭ 13時 本会議

広報まえばし　令和元年８月 15日号 14



活
動
団
体
の
会
計
相
談
し
て

　

団
体
会
計
の
相
談
会
を
実
施
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

帳
簿
の
付
け
方
、
金
銭
管
理
、
決
算

書
の
作
成
に
つ

い
て
の
相
談
に

乗
り
ま
す
。

日
時
＝
９
月
12

日
㈭
16
時
・
17

時
30
分

会
場
＝K'BIX

元
気
21
ま
え
ば

し
（
前
橋
プ
ラ

ザ
元
気
21
）
内
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー

対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
、
先
着
４
団
体

申
９
月
５
日
㈭
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６
へ

都
市
計
画
変
更
案
閲
覧
と
公
聴
会

　
前
橋
勢
多
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

４
号
茂
木
堀
越
線
の
、
変
更
案
の
閲

覧
と
公
聴
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
変
更
案
の
閲
覧

期
日
＝
８
月
20
日
㈫
～
９
月
３
日
㈫

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課
、

大
胡
支
所
、
県
庁
都
市
計
画
課
、
前

橋
土
木
事
務
所

公
述
申
出
書
の
提
出
＝
公
聴
会
で
意

見
の
発
表
を
希
望
す
る
公
述
人
は
、

9
月
３
日
㈫
ま
で
に
郵
送
で
。
公
述

申
出
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
変
更
案
に
つ
い
て
利
害
関
係
と

意
見
の
要
旨
（
４
０
０
字
以
内
）
を

記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
８
５
７
０
大

手
町
一
丁
目
１
‐
１
・
県
庁
都
市
計

画
課
へ

●
公
聴
会

　

傍
聴
し
た
い
人
は
当
日
会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
13
日
㈮
11
時

会
場
＝
大
胡
支
所

そ
の
他
＝
公
述
人
が
い
な
い
場
合
は

公
聴
会
の
開
催
を
中
止
。
そ
の
場
合

は
、
各
閲
覧
場
所
と
本
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
市
都
市
計
画
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
４

９
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す

　

毎
年
、
多
く
の
人
が
自
ら
命
を
絶

っ
て
い
ま
す
。
自
殺
は
複
雑
な
要
因

か
ら
心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
む
と
自

殺
す
る
し
か
な
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
を
誰

か
に
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
軽
く
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。抱
え
込
ま
ず
、

周
り
の
人
に
助
け
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
人
に

気
付
い
た
ら
、
ま
ず
は
声
を
掛
け
て

話
を
聞
き
、
必
要
と
感
じ
た
ら
専
門

の
相
談
機
関
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
先
＝
〈
保
健
予
防
課
〉
☎
０
２

７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
〈
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
〉
☎
０

５
７
０
‐
０
６
４
‐
５
５
６
〈
群
馬

い
の
ち
の
電
話
〉
☎
０
２
７
‐
２
２

１
‐
０
７
８
３

●
自
殺
予
防
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

市
立
図
書
館
の
大
胡
・
桂
萱
分
館

に
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

期
日
＝
〈
大
胡
分
館
〉
８
月
20
日
㈫

～
９
月
８
日
㈰
〈
桂
萱
分
館
〉
９
月

10
日
㈫
～
29
日
㈰

大
規
模
小
売
店
舗
の
地
元
説
明
会

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ

き
、
公
田
町
に
前
橋
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
パ
ー
ク
（
仮
）
を
新
設
予
定
の
ツ

ル
ヤ
が
、地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
31
日
㈯
15
時

会
場
＝
上
川
淵
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

問
に
ぎ
わ
い
商
業
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
８
８

市長コラム
Mayor's  Column

HP
ようこそ
市長室へ

　時は流れ、時代は移り、令和を迎えました。い
まだ、戦禍の悲しみの中に暮らす人たちもたくさん
おられます。私たちは、平和を喜び、そして多くの
犠牲者へ哀悼を捧げます。
　この平和の中にも、悲しみは生まれます。事故、
虐待、殺人…多くの命が失われています。それらは
社会が解決できたはずです。
　私たちは悔います。そしてもっともっと真剣に祈
ります。
　誰もが喜びに満ちた人生を過ごせる社会にした
い。そのために支えあう社会を一人ひとりの心で創
り上げましょう。
一人ひとり　形違えど　支えあい　
一つの社会に　絆結ばん

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300315



申申し込み　問問い合わせ

大
室
古
墳
群
を
巡
り
歴
史
を
学
ぶ

　

古つ

墳か

の
語
り
部
が
、
大
室
古
墳
群

や
民
家
園
を
案
内
し
ま
す
。
歩
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
７
日
㈯
９
時
30
分
～
11
時

集
合
場
所
＝
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク
大

室
公
園
南
駐
車
場

申
当
日
集
合
場
所
へ
直
接

問
文
化
財
保
護
課

☎
０
２
７
‐
２
８
０
‐
６
５
１
１

高
校
生
と
働
く
意
義
を
考
え
る

　

探
究
学
習
講
演
会
を
開
催
。
ソ
ウ

ワ
デ
ィ
ラ
イ
ト
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
渡
邉
辰
吾
さ
ん
と
、
ユ
ー
ザ
ー
ベ

ー
ス
共
同
創
業
者
で
経
営
顧
問
の
新

野
良
介
さ
ん
が
、
働
く
こ
と
の
意
義

や
高
校
生
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い

て
講
演
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
５
日
㈭
14
時
30
分
～
16

時
20
分

会
場
＝
市
立
前
橋
高

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
、
先
着
１
０
０
人

申
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
の

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
同
校

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
２
７
３
８

ミ
ラ
ノ
の
知
ら
れ
ざ
る
話
を
紹
介

　

国
際
理
解
講
座
「
あ
な
た
の
知
ら

な
い
ミ
ラ
ノ
」
を
開
催
し
ま
す
。
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ

ノ
市
の
表
と
裏
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

会
場
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

申
市
国
際
交
流
協
会

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
７
７
８
８
へ

渋
沢
栄
一
の
漢
詩
を
学
ぶ

　

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室
を
開
催
。「
文

人
実
業
家
渋
沢
栄
一
の
漢
詩
『
青
淵

詩
集
』
の
世
界
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
文
化
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
９
月
７
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

会
場
＝
第
三
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
総
合
教
育
プ
ラ
ザ
内
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

申
９
月
１
日
㈰
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
３

７
１
‐
０
８
０
５
南
町
三
丁
目
62
‐

１
・
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル
内

文
化
協
会
「
ふ
れ
あ
い
体
験
漢
詩
教

室
係
」（
☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
６
５

２
１
）
へ

市
民
芸
術
文
化
祭

　

八
木
節
の
つ
ど
い
を
開
催
。
閉
会

前
に
は
抽
選
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
15
日
㈰
10
時

会
場
＝
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル

問
文
化
協
会

☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
６
５
２
１

上
電
で
楽
し
む
東
京
散
策

　
上
電
で
行
く
前
橋
市
民
号
を
開
催
。

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
天
望
デ
ッ
キ
搭

乗
や
築
地
場
外
市
場
、
浜
離
宮
、
浅

草
散
策
、
隅
田
川
ク
ル
ー
ズ
が
楽
し

め
ま
す
。
築
地
の
寿
司
昼
食
と
夕
軽

食
の
２
食
付
で
す
。

集
合
日
時
＝
９
月
14
日
㈯
７
時
５
分

集
合
場
所
＝
上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅

（
城
東
町
三
丁
目
）

対
象
＝
一
般
、
先
着
40
人

費
用
＝
18
歳
以
上
１
万
２
，
８
０
０

円
、
12
歳
～
17
歳
１
万
１
，
８
０
０

円
、
４
歳
～
11
歳
９
，
８
０
０
円

申
８
月
19
日
㈪
９
時
か
ら
上
毛
電
鉄

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
５
９
７
へ

市
民
の
茶
席

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
市
民
の
茶
席

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
29
日
㈭
10
時
～
15
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
３
階
ホ
ワ
イ
エ

問
前
橋
茶
道
会
・
中
島
初
仙
さ
ん

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
１
０
８
０

み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
の
郷

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
６
３
３

　
「
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
ン
ド
・

で
ん
き
く
ん
ラ
イ
ブ
」を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
29
日
㈭
12
時

申
当
日
同
館
へ
直
接

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
９
４
３

　

開
館
27
周
年
を
迎
え
た
前
橋
テ
ル

サ
で
大
感
謝
祭
を
開
催
。
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
や
ビ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の

飲
み
放
題
の
他
、
今
年
は
バ
ラ
の
ハ

イ
ボ
ー
ル
が
楽
し
め
ま
す
。

日
時
＝
９
月
６
日
㈮
18
時
～
20
時
30
分

費
用
＝
３
，
０
０
０
円

申
同
館
へ

催　

し
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赤
城
少
年
自
然
の
家

☎
０
２
７
‐
２
８
７
‐
８
２
２
７

　
「
か
ら
っ
か
ぜ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
～

カ
ッ
タ
ー
・
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
14
日
㈯

対
象
＝
小
学
生
以
上
、
先
着
20
人

費
用
＝
一
般
３
，
７
０
０
円
、
中
学

生
以
下
３
，
５
０
０
円

申
同
館
へ

総
合
教
育
プ
ラ
ザ

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
９
０
９
４

　

名
作
映
画
劇
場
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日
㈪
14
時

対
象
＝
一
般
、
先
着
１
１
２
人

内
容
＝
「
救
命
艇て

い
」（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド･

ヒ
ッ
チ
コ
ッ
ク
監
督
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
２
５
４
８

　

夏
休
み
期
間
は
17
時
ま
で
開
館
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
デ
ビ
ュ
ー

　

小
さ
い
子
ど
も
向
け
の
、
少
し
明

る
く
し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
す
。

日
時
＝
９
月
７
日
㈯
14
時
30
分
～
15
時

対
象
＝
小
学
生
未
満
の
子
と
保
護
者
、

先
着
50
人

申
当
日
13
時
か
ら
整
理
券
を
配
布

●
市
民
天
文
教
室
「
中
秋
の
名
月
を

見
よ
う
」

　

ス
マ
ホ
や
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
で
撮
影
が
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
13
日
㈮
18
時
～
20
時

（
雨
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
特
別

投
影
。
先
着
１
０
０
人
）

申
当
日
同
館
へ
直
接

●
自
然
体
験
活
動
「
森
の
中
で
ゲ
ー

ム
を
楽
し
も
う
！
思
い
出
の
し
お
り

も
作
ろ
う
！
」

日
時
＝
10
月
６
日
㈰
10
時
～
14
時

会
場
＝
お
お
さ
る
山
乃
家

対
象
＝
親
子
、
30
人
（
抽
選
）

費
用
＝
１
人
２
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
筆

記
用
具
、
タ
オ
ル
、
雨
具
な
ど

申
10
月
３
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
ハ

ガ
キ
で
。
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、
藤
岡
市
岡
之
郷

１
１
７
９
‐
３
・
櫻
井
昭
寛
方
「
ぐ

ん
ま
緑
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会

事
務
局
」
へ

●
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
37
期
生
募
集

活
動
日
時
＝
10
月
～
来
年
９
月
の
日

曜
（
お
お
む
ね
毎
月
２
回
）、
13
時

～
15
時
・
16
時

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
４
～

中
２
、
40
人
（
抽
選
）

申
９
月
27
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。
住
所
・

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
学
校
名
・
学
年
・

電
話
番
号
・
保
護
者
氏
名
を
記
入
し
、

〒
３
７
１
‐
０
０
１
３
西
片
貝
町
五

丁
目
８
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
前
橋

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
37
期
生
係
」
へ

前
橋
こ
ど
も
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
３
０
‐
８
８
３
３

　
「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
～
紙
芝
居
を
楽
し
く
学
ぼ
う
！
」

を
開
催
。
紙
芝
居
だ
い
す
き
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
紙
芝
居
の
た
ね
の
水
出
真

弓
さ
ん
と
岡
部
千
尋
さ
ん
を
講
師
に
、

紙
芝
居
の
講
義
や
実
演
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
10
月
２
日
㈬
10
時
～
12
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
人
か
、
こ
れ
か
ら
始

め
よ
う
と
し
て
い
る
人
、
先
着
60
人

申
９
月
６
日
㈮
か
ら
前
橋
こ
ど
も
図

書
館
へ
直
接

活
動
の
成
果
発
表
し
ま
せ
ん
か

　

12
月
７
日
㈯
に
総
合
福
祉
会
館
で

開
催
す
る
み
ん
な
の
フ
ェ
ス
タ
の
出

演
者
を
募
集
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
音
楽

や
ダ
ン
ス
発
表
、
絵
画
な
ど
の
作
品

展
示
を
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
を
拠
点
に
活
動
す
る
サ

ー
ク
ル
や
特
別
支
援
学
校
の
児
童
・

生
徒
、
市
内
障
害
福
祉
関
係
施
設
な

ど
の
利
用
者
（
選
考
）

申
９
月
20
日
㈮
ま
で
に
障
害
福
祉
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
１
１

（
フ
ァ
ク
ス
０
２
７
‐
２
２
３
‐
８

８
５
６
）
へ

保
健
師
と
助
産
師
を
募
集
し
ま
す

　

前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
で
妊
娠
出
産

に
関
す
る
相
談
や
各
種
健
診
・
窓
口

業
務
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
行
う
準
常

勤
の
保
健
師
と
、
非
常
勤
の
助
産
師

を
募
集
し
ま
す
。

任
用
期
間
＝
〈
❶
保
健
師
〉
９
月
２

日
㈪
～
来
年
３
月
31
日
㈫
、
８
時
30

分
～
17
時
（
週
37
時
間
30
分
）〈
❷

助
産
師
〉
10
月
１
日
㈫
～
来
年
３
月

31
日
㈫
（
週
30
時
間
、
勤
務
曜
日
な

ど
は
要
相
談
）

対
象
＝
保
健
師
か
助
産
師
の
資
格
が

あ
る
人
、
各
１
人
（
選
考
）

報
酬
＝
❶
は
月
額
21
万
４
，
０
０
０

円
❷
は
月
額
18
万
円

申
８
月
30
日
㈮
ま
で
に
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
と
資
格
証
明
の
写
し
を
添

え
て
、
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
内
子
育

て
支
援
課
（
☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐

５
７
０
４
）
へ
直
接

募　

集
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申申し込み　問問い合わせ

都
市
づ
く
り
の
計
画
に
意
見
を

　

良
好
な
都
市
づ
く
り
の
た
め
の
基

本
方
針
を
ま
と
め
た
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
に
つ
い
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
本

市
の
考
え
方
と
併
せ
て
各
閲
覧
場
所

で
公
表
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
13
日
㈮
～
10
月
15
日
㈫

（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
・
意
見
書
式
の
配
布
＝
市

役
所
都
市
計
画
課
・
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

意
見
書
の
提
出
＝
10
月
15
日
㈫
ま
で

に
所
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
各
閲
覧

場
所
へ
直
接
。
ま
た
は
市
役
所
都
市

計
画
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６

９
４
３
）
へ
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
（
０

２
７
‐
２
２
１
‐
２
３
６
１
）、

toshikeikaku@
city.m

aebashi. 
gunm

a.jp

で

ヤ
マ
ト
市
民
体
育
館
前
橋

☎
０
２
７
‐
２
６
５
‐
０
９
０
０

　

各
種
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
〈
❶
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
〉

９
月
18
日
～
10
月
９
日
の
水
曜
４
回
、

19
時
～
21
時
〈
❷
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
〉

９
月
18
日
～
10
月
16
日
の
水
曜
５
回
、

19
時
～
21
時

対
象
＝
❶
は
小
・
中
学
生
❷
は
小
学

生
以
上
の
初
心
者
、各
20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
❶
は
９
０
０
円
❷
は
高
校
生

以
上
２
，
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下

１
，
１
０
０
円

申
８
月
31
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
教
室
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
（
学
年
）・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
〒
３
７
１
‐
０
８
１
６
上
佐

鳥
町
４
６
０
‐
７
・
ヤ
マ
ト
市
民
体

育
館
前
橋
へ

大
渡
温
水
プ
ー
ル
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー 
☎
０
２
７
‐
２
５
３
‐
７
８
１
１

　

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
９
月
30
日
㈪
～
12
月
９
日
㈪

コ
ー
ス
・
時
間
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

対
象
＝
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍

泳
げ
な
い
人
〈
中
級
〉
４
泳
法
で
25
㍍

以
上
泳
げ
る
人
〈
バ
タ
フ
ラ
イ
〉
ク

ロ
ー
ル
で
50
㍍
以
上
泳
げ
る
人
〈
親

子
〉
３
歳
～
年
中
と
保
護
者
（
各
抽

選
）

費
用
＝
各
２
，
２
０
０
円
（
小
学
生

以
下
は
各
１
，
１
０
０
円
、
親
子
は

２
，
２
０
０
円
）
と
施
設
使
用
料

申
８
月
31
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
各
コ
ー
ス
１
人
１
通
）。

コ
ー
ス
・
曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
）・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・
電

話
番
号
・
泳
力
を
記
入
し
、
〒
３
７

１
‐
０
８
５
４
大
渡
町
二
丁
目
３
‐

11
・
大
渡
温
水
プ
ー
ル
へ

前
橋
総
合
運
動
公
園

☎
０
２
７
‐
２
６
８
‐
１
９
１
１

　

水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
＝
10
月
７
日
㈪
～
12
月
16
日
㈪

の
各
コ
ー
ス
８
回

コ
ー
ス･

時
間
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

対
象
＝
〈
初
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で
25
㍍

泳
げ
な
い
人
〈
中
級
〉
ク
ロ
ー
ル
で

25
㍍
泳
げ
る
人

費
用
＝
各
２
，
２
０
０
円
（
小
学
生

以
下
は
各
１
，
１
０
０
円
）
と
施
設

使
用
料

申
８
月
31
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
（
１
人
１
通
）。コ
ー
ス
・

曜
日
（
第
２
希
望
ま
で
）・
時
間
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・
電
話

番
号
・
泳
力
を
記
入
し
、
〒
３
７
９
‐

２
１
０
７
荒
口
町
４
３
７
‐
２
・
前
橋

総
合
運
動
公
園
へ

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

大渡温水プール水泳教室
コース 曜日・時間 定員

初級

年長〜小２ 月火水金曜のいずれか、15時40分〜16時40分 各40人

小学生
❶月火水金曜のいずれか、17時〜18時10分

各50人
❷土曜、10時30分〜11時40分

高年者（50歳以上） 月火曜のいずれか、14時〜15時10分

各30人

一般
❶火曜、12時30分〜13時40分
❷水金曜のいずれか、18時30分〜19時40分

平泳ぎ 水曜、12時30分〜13時40分
レディース 水曜、14時〜15時10分

中級一般 金曜、14時〜15時10分
バタフライ 月曜、12時30分〜13時40分

親子 金曜、14時〜15時10分 10組

前橋総合運動公園水泳教室

コース 曜日・時間 定員

初級

年長〜小２ 月水木金曜のいずれか、15時40分〜16時40分 各40人

小学生 月水木金曜のいずれか、17時〜18時10分 各50人

一般 月木金曜のいずれか、14時〜15時10分
各30人

レディース 水曜、14時〜15時10分

一般 金曜、12時30分〜13時40分
各15人

中級 一般 水曜、12時30分〜13時40分
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か
ら
だ
健
や
か
昼
食
会
を
開
催

　

昼
食
を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
食

事
の
整
え
方
や
口
の
手
入
れ
の
こ
つ

を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
25
日
㈬
11
時
～
13
時
30
分

会
場
＝
桂
萱
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
一

人
暮
ら
し
か
、
65
歳
以
上
の
み
世
帯

の
人
、
先
着
20
人

用
意
す
る
物
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル

費
用
＝
３
０
０
円

申
９
月
18
日
㈬
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

認
知
症
の
予
防
に
運
動
習
慣
を

　

脳
力
ア
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を

開
催
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど

の
運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
脳
の
健

康
を
保
つ
こ
つ
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日
～
11
月
26
日
の
火

曜
８
回
、
13
時
30
分
～
15
時
30
分

会
場
＝
総
合
福
祉
会
館

対
象
＝
市
内
在
住
で
医
師
か
ら
運
動

制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の

人
、
20
人
（
抽
選
）

申
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
長
寿
包
括
ケ

ア
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
１
３
３
へ

女
性
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

女
性
の
た
め
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
講
座
を
開
催
。
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
に
よ
る
更
年
期
や
食
生
活
の
話
、

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
や
尿
失
禁
予
防
体
操
を
し
ま
す
。

希
望
者
は
骨
量
測
定
も
で
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
18
日
・
25
日
の
水
曜
２

回
、
９
時
30
分
～
12
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
35
歳
～
64
歳
の
女
性
、
先
着

36
人

申
９
月
11
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
８
へ

介
護
予
防
活
動
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

　

介
護
予
防
活
動
ポ
イ
ン
ト
の
登
録

研
修
会
を
開
催
。
施
設
体
験
会
も
同

時
に
実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
10
日
㈫
９
時

会
場
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
上
陽
（
中
内
町
）

申
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
３
２
‐
３
８
４
８
へ

糖
尿
病
予
防
の
基
本
を
学
ぼ
う

　

市
民
健
康
講
座
「
誰
に
も
わ
か
る

糖
尿
病
」
を
開
催
。
菊
池
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
の
菊
池
孝
さ
ん
を
講
師

に
、
糖
尿
病
の
合
併
症
や
治
療
、
予

防
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
26
日
㈭
13
時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
一
般
、
先
着
50
人

申
９
月
19
日
㈭
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
８
へ

一
人
親
対
象
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

一
人
親
や
寡
婦
を
対
象
に
パ
ソ
コ

ン
講
習
会
を
開
催
。
ワ
ー
ド
と
エ
ク

セ
ル
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
10
月
６
日
～
11
月
24
日
の
日

曜
８
回
、
10
時
～
16
時

会
場
＝
中
央
総
合
学
院
Ｔ
Ａ
Ｃ
群
馬

校
（
南
町
三
丁
目
）

対
象
＝
県
内
在
住
の
一
人
親
か
寡
婦
、

20
人
（
抽
選
）

費
用
＝
４
，
４
０
０
円

申
９
月
13
日
㈮
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

一
人
親
家
庭
の
母
・
父
、
寡
婦
の
別
・

応
募
動
機
を
記
入
し
、
〒
３
７
１
‐
０

８
４
３
新
前
橋
町
13
‐
12
・
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
県
母
子
寡
婦
福

祉
協
議
会
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
係
」

（
☎
０
２
７
‐
２
５
５
‐
６
６
３
６
）へ

前
橋
テ
ル
サ

☎
０
２
７
‐
２
３
１
‐
３
９
４
３

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ク
ー
ル
美
容
と
健
康
の
ア
ロ
マ
セ
ミ

ナ
ー
「
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
の
ア
ロ
マ
ボ

ー
ル
作
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
８
日
㈰
10
時
～
12
時

申
同
館
へ

ザスパクサツ群馬
会場は正田醤油スタジアム
群馬

8月31日㈯19:00
vs.AC長野パルセイロ

群馬ダイヤモンドぺガ
サス
会場は前橋総合運動公園グ
レースイン前橋市民球場

8月30日㈮17:00
vs.新潟アルビレックス

プロスポーツ試合情報 ）（
講
座
・
教
室
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申申し込み　問問い合わせ

助
成
金
申
請
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

　

Ｍ
サ
ポ
セ
ミ
ナ
ー
「
助
成
金
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
。
助
成
団
体
の
担
当

者
を
招
き
、
助
成
金
の
内
容
や
申
請

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日
㈮
18
時
～
19
時
30
分

会
場
＝K'BIX

元
気
21
ま
え
ば
し

（
前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
）
内
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
に
属
す
る
人
な
ど
、
先
着
24
人

申
９
月
16
日
㈪
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
２
１
９
６
へ

怒
鳴
ら
な
い
子
育
て
一
緒
に
学
ぶ

　

怒
鳴
っ
た
り
叩
い
た
り
せ
ず
に
子

ど
も
を
育
て
る
方
法
を
学
ぶ
「
ほ
め

て
育
て
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
ほ
め
ト
レ
）」

を
開
催
。
参
加
は
親
の
み
で

託
児
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ほ
め
ト

レ
に
つ
い
て
詳

し
く
は
県
の
結

婚
・
子
育
て
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
❶
９
月
10
日
～
10
月
８
日
の

火
曜
３
回
❷
９
月
12
日
～
10
月
10
日

の
木
曜
３
回
、
10
時
～
12
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
２
歳
～
小
６
の
子
の
親
、
先

着
各
５
人

申
８
月
21
日
㈬
～
30
日
㈮
ま
で
に

子
育
て
支
援
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
２
へ

ひ
き
こ
も
り
を
家
族
が
理
解

　

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
家
族
の
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
12
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
で
お
お
む
ね
18
歳

～
40
歳
の
ひ
き
こ
も
り
の
人
の
家
族
、

先
着
20
人

申
９
月
11
日
㈬
ま
で
に
保
健
予
防
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
７
へ

給
与
明
細
に
広
告
載
せ
ま
せ
ん
か

　

本
市
職
員
（
約
３
，
４
０
０
人
）

の
給
与
明
細
書
に
掲
載
す
る
広
告
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

対
象
＝
企
業
や
団
体
な
ど
（
抽
選
）

掲
載
規
格
＝
給
与
明
細
書
（
Ａ
４
判
）

裏
面
縦
２
１
０
㍉
㍍
×
横
１
４
８
㍉

㍍
、
10
月
～
３
月
の
７
回
分

費
用
＝
13
万
２
，
０
０
０
円

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
職
員
課
で
。

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

申
９
月
６
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
に
記

入
し
、
同
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
５
０
４
）
へ
直
接

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
整
備
事
業
者
公
募

　

ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
東
地
区
内
に
施
設

を
整
備
す
る
事
業
者
を
募
集
。
事
業

提
案
型
公
募
に
よ
り
、
同
地
区
内
の

約
１
万
１
，２
０
０
平
方
㍍
と
約
２
，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
区
画
を
売

却
し
ま
す
。
募
集
要
項
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
な
ど
、
詳
し
く
は
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
９
月
４
日
㈬
～
10
日
㈫
に
応
募
書

類
な
ど
を
持
参
し
市
役
所
産
業
政
策
課

（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
８
４
）

へ
直
接障

害
者
雇
用
の
理
解
深
め
る

　

障
害
者
雇
用
に
関
心
の
あ
る
企
業

同
士
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
県
で

認
定
し
て
い
る
、
障
害
者
就
労
サ
ポ

ー
タ
ー
企
業
が
参
加
し
、
事
例
発
表

や
参
加
企
業
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
６
日
㈮
14
時
30
分
～
17
時

会
場
＝K'BIX

元
気
21
ま
え
ば
し
（
前

橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
）

対
象
＝
企
業
の
経
営
者
や
人
事
担
当

者
、障
害
者
と
同
じ
職
場
で
働
く
人
、

先
着
40
人

申
県
労
働
政
策
課

rouseika@
pref.gunm

a.lg.jp

（
☎
０
２
７
‐
２
２
６
‐
３
４
０
３
）
で

企
業
の
働
き
方
改
革
支
援
し
ま
す

　

群
馬
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
働
き
方
改
革
全
般
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
働
き
方
改
革
と
い
っ
て

も
何
か
ら
手
を
付
け
て
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
、
残
業
を
減
ら
し
た
い
が

人
手
不
足
だ
、
な
ど
困
り
事
の
相
談

に
乗
り
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
４
８
６
‐
４
５
０

８
月
の
納
税

市
県
民
税
第
２
期
・
国
民
健
康
保
険

税
第
２
期
＝
９
月
２
日
㈪
ま
で

税

事
業
者
向
け

講
座
・
教
室
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●
休
日
当
番
動
物
病
院
案
内

問
録
音
案
内

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
８
３
３
３

無
料
の
集
団
検
診
を
行
い
ま
す

　

集
団
検
診
を
開
催
し
ま
す
。
９
月

27
日
㈮
の
み
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ
ウ

ム
）
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
❶
９
月
27
日
㈮
９
時
～
10
時

30
分
❷
10
月
７
日
㈪
９
時
30
分
～
11
時

会
場
＝
❶
は
宮
城
公
民
館
❷
は
宮
城

介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
鼻
毛
石
町
）

対
象
＝
本
年
度
検
診
対
象
者
（
40
歳

以
上
）
で
未
受
診
の
人
、
先
着
各
70
人

用
意
す
る
物
＝
受
診
シ
ー
ル

申
❶
の
胃
が
ん
検
診
は
８
月
27
日
㈫

～
９
月
26
日
㈭
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

❷
は
８
月
19
日
㈪
～
９
月
13
日
㈮
に

Ｊ
Ａ
宮
城
支
所

☎
０
２
７
‐
２
８
３
‐
２
５
０
２
へ

女
性
の
検
診
積
極
的
に
受
診
を

　

粕
川
地
区
で
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
が

ん
（
甲
状
腺
）
の
集
団
検
診
を
行
い

ま
す
。

日
時
＝
10
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬
、
13

時
～
14
時

会
場
＝
隣
保
館

対
象
＝
本
年
度
検
診
対
象
者
で
未
受

診
の
女
性
。〈
❶
子
宮
頸
が
ん
〉
20

歳
以
上
〈
❷
乳
が
ん
（
甲
状
腺
）〉

40
歳
以
上
、
先
着
各
70
人

用
意
す
る
物
＝
受
診
シ
ー
ル

申
❶
は
当
日
会
場
へ
直
接
❷
は
８
月

26
日
㈪
～
検
診
前
日
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

買
い
物
つ
い
で
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

健
康
ア
ッ
プ
体
験
会
を
開
催
し
ま

す
。
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
文
京

町
二
丁
目
）
に
一
日
限
定
の
健
康
体

験
ブ
ー
ス
を
設

置
。
血
管
年

齢
・
骨
量
測
定

や
肌
の
健
康
診

断
、
が
ん
・
健

康
ま
え
ば
し
21

ク
イ
ズ
、
結

核
・
こ
こ
ろ
の

健
康
コ
ー
ナ

ー
、歯
科
相
談
、

運
動
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
20
日
㈮
10
時
～
15
時
（
血

管
年
齢
・
骨
量
測
定
、
肌
の
健
康
診

断
は
14
時
30
分
ま
で
）

問
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
０
８

食
生
活
か
ら
健
康
づ
く
り
を

　

食
生
活
改
善
推
進
員
が
「
ぱ
ぱ
っ

と
料
理
！
さ
あ
に
ぎ
や
か
に
い
た
だ

く
」
を
テ
ー
マ
に
は
っ
ぴ
ぃ
健
康
ク

ッ
キ
ン
グ
を
開
催
。
管
理
栄
養
士
の

講
話
や
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員

に
よ
る
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
託
児

希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
❶
９
月
17
日
㈫
❷
26
日
㈭
、

９
時
30
分
～
13
時
30
分

会
場
＝
❶
は
城
南
支
所
❷
は
清
里
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
各
30
人

費
用
＝
各
４
０
０
円

申
各
開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
１
週

間
前
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
３
へ

今
か
ら
始
め
る
男
の
料
理

　
「
か
ら
だ
に
お
い
し
い
食
講
座
～

男
性
限
定　

料
理
の
き
ほ
ん
」
を
開

催
。
管
理
栄
養
士
に
よ
る
講
話
や
調

理
実
習
で
健
康
的
な
食
事
を
学
び
ま

す
。
託
児
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
19
日
㈭
９
時
30
分
～
13

時
30
分

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
、
先

着
30
人

費
用
＝
４
０
０
円

申
８
月
19
日
㈪
～
９
月
11
日
㈬
に

健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
３
へ

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
禁
煙

　

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
を
開
催
し
ま

す
。
呼
気
一
酸
化
炭
素
と
尿
中
ニ
コ

チ
ン
代
謝
物
の
濃
度
を
測
定
。
保
健

師
と
の
面
接
を
行
い
、
禁
煙
開
始
か

ら
３
カ
月
間
支
援
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
18
日
㈬
・
19
日
㈭
、
９

時
～
16
時

会
場
＝
前
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

申
９
月
11
日
㈬
ま
で
に
健
康
増
進
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
４
へ

健　

康

そ
の
他
の
情
報

●
ユ
ニ
ー
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋

＝
20
万
円
を
環
境
保
全
の
た
め
に
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診療時間は9時〜18時。費用は休日の初診料金。
目的は、急な病気やけがなどの診療治療で、処方日数は1日〜数日です。 市医師会

HP

小児科 内　　科 外　　科 婦人科 耳鼻科 眼科

８
月
11
日
㈰

鈴木
小児科医院
（児内）
後閑町

☎027-263-2967

うぶかた循環器
クリニック
（内）

城東町二丁目
☎027-231-2511

敷島医院

（内）
川原町

☎027-235-9339

堺堀内科循環
器科医院
（内）

若宮町一丁目
☎027-231-8056

前橋脳外科
クリニック
（脳外）
東片貝町

☎027-221-8145

せき整形外科
クリニック
（整）

三河町一丁目
☎027-226-6631

小沢医院

（産婦）
樋越町

☎027-283-2009

新前橋耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

古市町一丁目
☎027-253-6170

丸山眼科
クリニック
（眼）

南町三丁目
☎027-223-5941

８
月
12
日
㈪

大川こども
クリニック
（児）
上泉町

☎027-231-5288

土井内科医院

（内児）
野中町

☎027-261-7727

小野内科
クリニック
（内）

川原町二丁目
☎027-212-8852

はしづめ
診療所文京町
（内）

文京町二丁目
☎027-220-5720

こばやし医院

（外内）
広瀬町二丁目
☎027-263-2535

たけむら整形外科
クリニック
（整）
箱田町

☎027-212-3266

セ
※
ントラル

レディースクリニック
（婦）

高崎市東町
☎027-326-7711

耳鼻咽喉科
長谷川医院
（耳鼻）

高崎市片岡町二丁目
☎027-323-4196

さかもと眼科

（眼）
高崎市江木町
☎027-327-2839

８
月
18
日
㈰

石倉町こども
クリニック
（児）

石倉町五丁目
☎027-253-6600

つくも
内科医院
（内）

富士見町原之郷
☎027-230-5085

福山内科

（内）
東片貝町

☎027-243-1380

紀内科医院

（内）
住吉町一丁目
☎027-235-5080

内田外科医院

（外）
西片貝町二丁目
☎027-224-5061

大島整形
外科医院
（整）
荒牧町

☎027-231-3711

いとうレディース
クリニック
（産婦）
朝倉町

☎027-290-3531

田中耳鼻
咽喉科医院
（耳鼻）

大手町二丁目
☎027-221-6431

羽生田
眼科医院
（眼）

本町二丁目
☎027-226-1010

８
月
25
日
㈰

高橋医院

（児外）
東善町

☎027-266-0203

伊藤内科医院

（内）
下小出町二丁目
☎027-232-0537

定方医院

（内）
亀里町

☎027-265-0345

わかまつ循環
器科内科医院
（内）

西片貝町五丁目
☎027-243-8700

小竹整形外科

（整）
三俣町三丁目
☎027-231-0495

太田医院

（外）
紅雲町二丁目
☎027-221-3368

高
※
崎市夜間休

日急病診療所
（婦）

高崎市高松町
☎027-381-6119

いいづか・
たきた医院
（耳鼻）
高崎市沖町
☎027-343-3387

清水眼科医院

（眼）
高崎市乗附町
☎027-310-8555

９
月
１
日
㈰

大学橋ファミリー
クリニック
（児）

関根町二丁目
☎027-212-6627

飯塚医院

（内）
荒口町

☎027-268-5600

宮石内科医院

（内）
上細井町

☎027-234-1876

みやざき内科
クリニック
（内）
元総社町

☎027-212-5000

狩野脳神経
外科医院
（脳外）
上泉町

☎027-269-5454

増田整形
外科医院
（整）

高花台一丁目
☎027-269-6222

さくら
クリニック
（産婦）
上佐鳥町

☎027-212-2434

耳 鼻 咽 喉 科
川島クリニック
（耳鼻）

西片貝町一丁目
☎027-260-1187

ひまわり眼科

（眼）
青柳町

☎027-230-1230

夜
間
・
救
急
な
ど

夜間急病診療所　☎027-243-5111
朝日町四丁目９-５　内科と小児科　20時～24時
救急病院案内（24時間体制）　☎027-221-0099
※メモの用意をしてから連絡してください。
こども医療電話相談　☎ #8000　月～土曜＝18時～翌８
時、日曜・祝日＝８時～翌８時

歯　
科

歯科医師会休日診療所　☎027-237-3685
岩神町二丁目19-9
日曜・祝日、10時～12時・13時～15時

薬　
局

市薬剤師会会営薬局　☎027-223-8400
紅雲町一丁目2-15
日曜、９時30分～16時
※祝日は最寄りの薬局に問い合わせてください。

接 骨 院 ・ 整 骨 院 の 休 日 当 番
８ 月11日 ㈰ ひよよん接骨院（日吉町四丁目）☎027-235-8662 はしもと接骨院・鍼灸院（広瀬町一丁目）☎027-289-6033

８ 月12日 ㈪ 森下接骨院（樋越町）☎027-283-0994 小山接骨院（若宮町三丁目）☎027-237-1259

８ 月18日 ㈰ はら接骨院（小相木町）☎027-251-1150 亀泉接骨院（亀泉町）☎027-264-0113

８ 月25日 ㈰ 鈴木接骨院（粕川町女渕）☎027-289-6933 かえで整骨院（山王町一丁目）☎027-267-0802

９ 月 １ 日 ㈰ 野口接骨院（総社町総社）☎027-252-5918 夏目接骨院（荻窪町）☎027-269-8269

※８月12日・25日の婦人科は12時まで。13時～18時は産科婦人科舘出張佐藤病院（高崎市若松町☎027-322-2243）で診療。

広報まえばし　令和元年８月 15日号 22



広告内容に関する質問などについては、広告スポンサーに直接問い合わせてください。広 告

前橋総合卸売市場

月１回、消費者が市場で買い物ができる「だんべえ市」を開催します。

前橋市ホームページ バナー広告より ご覧いただけます
TEL.027－261－3311(前橋市東片貝町398)　

水産物・マグロ・果実・野菜・精肉（国産和牛・県内産豚肉）・
茶・海苔・一般食料品・菓子・漬物・日用雑貨、生花・米・鶏卵

8 24
即売
品目　

今後の開催日
９月28日㈯午前８時30分～売り切れ次第終了（第４土曜日）
10月26日㈯午前８時30分～売り切れ次第終了（第４土曜日）

午前8時30分～売り切れ
次第終了土

市役所　〒 371-8601 大手町二丁目 12-1　☎ 027-224-1111　 FAX  027-224-300323






